
   

　■ディスポーザシステム

○低騒音・低振動タイプだから作動音は会話レベル

生ごみ粉砕時の作動音は、低振動ボディ構造と安全フタスイッチが

騒音の発生を抑えることで、「61デシベル」程度の静かな作動音を実現。

この音は通常会話レベルで、上下階に迷惑をかける心配もありません。

（音の目安：通常会話６０デシベル、電車の車内８０デシベル）

メーカー名：安永クリーンテック 型番：ＹＤ１３０ＢＷPA（自動給水方式）

○操作方法

１．キッチンシンクの

投入口より生ごみ投入。

○安全で使いやすいフタスイッチを採用
フタをＳＥＴしてＯＮ位置に回さないと作動しないように安全配慮。
また、作動中に手を入れたり、誤ってスプーンが入ったりすることは

ありません。

○処理しやすい大きさに細かく粉砕

粉砕能力の高いハンマーミル方式を採用。

自動車の精密部品製造で培った鋳造技術で、生ごみを細かく粉砕。

【設置参考例】

①

②

③④

ディスポーザ排水処理システムは、
ディスポーザ（①）で粉砕したゴミを、
排水管（②）で処理槽（③）に集約して、

下水本管（④）へ放流します。

２．フタスイッチをON

位置へ回すと、蛇口より

自動的に給水を開始、

その後運転を開始します。

３．1分後、自動的に
運転を停止、給水も自
動的に停止します。

○ディスポーザに投入できるもの
●野菜、果物、魚、肉、トリ骨などの小さな骨

×ディスポーザに投入できないもの
●金属、陶器、ガラス、プラスチック類、紙、木
●殺虫剤、除草剤
●多量の酸性・アルカリ性薬品、塩素系管洗浄剤など
●あさり・しじみなどの貝殻類、卵の殻
●大きな骨（スペアリブ、ティーボーン）

●繊維質の強いゴミ（タケノコの皮、トウモロコシの皮など）
●天ぷらの廃油

●たばこの吸い殻、生花、桃の種など

【システム概要】

運転方式

自動給水方式

本体部

【ディスポーザ使用時給水方式】


